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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

四季の彩り事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続９，０００ 千円

１ 目 的

府立植物園の持つ四季折々の魅力を更に向上させ、より多くの府

民に親しんでいただく憩いの場を提供

２ 開催内容

事 業 内 容

春： 桜林」のライトアップ「

４月上旬

ソメイヨシノ、しだれ桜のライトアップ

目 的

夏：朝顔展示会、ハスの観賞会などの早朝開園

対 象

秋：紅葉の「オータム・イン・植物園」など四季折々の魅力

方法等 をＰＲするための事業

冬：観覧温室の夜間開園とクリスマスイルミネーション

１２月下旬

観覧温室をはじめ、北山門広場でのイルミネーション

早春：花の回廊

２月から３月の寒冷の時期にひと足早く春を楽しめる

よう、早春の草花を観覧ハウス内で展示

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－１



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 こころのふるさと京都の文化財保護事業費

予 算 額 １００，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、

「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用しながら、

未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策等を総合的に

推進

事業内容

２ 事業内容

目 的 (1) 文化財を守り伝える京都府基金等活用事業 99,000千円

① 文化財の保存、修理

対 象 国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等

② 文化財の防災対策

方法等 神社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等

③ 未指定文化財の保全

美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化資

料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然記

念物の保全等

(2) 選定委員会開催費等 1,000千円

選定委員会開催、リーフレット作成等ＰＲ経費

文化環境総務課 075-414-4181
担当課名 課・担当 電話番号

文 教 課 075-414-4522

文化環境－２



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 重要文化財京都府行政文書修理事業費

予 算 額 ８，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

平成１４年度に都道府県行政文書として日本で初めて重要文

化財に指定された「京都府行政文書」について、適切な保存と

積極的な利・活用を図るため、損傷簿冊の修理等を実施

事 業 内 容 ２ 事業概要

○ 損傷簿冊の修復

○ デジタルデータ（複製物）や保存箱（中性紙箱）の作成

目 的

対 象

方法等 ＜参考＞ 重要文化財「京都府行政文書」の概要

・京都府立庁前後（慶応４年(1868年)）から昭和21年度まで

の文書（15,407点）

・平成１４年度に都道府県行政文書として日本で初めて重要

文化財に指定

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－３



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

北山文化環境ゾーン整備費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続７８９，０００ 千円

１ 目 的

北山地域が京都の文化・環境・学術の交流・発信拠点となるよう

「北山文化環境ゾーン」の施設整備を推進

２ 事業概要事 業 内 容

＜文化・学術エリア＞

目 的 新総合資料館（仮称）整備費 137,000 千円
▲

・国際京都学センター機能の創設

対 象 ・総合資料館と府立大学（文学部・図書館）機能を併設

方法等 教養教育共同化施設（仮称）整備費 326,000 千円

▲

・医大、府大、工繊大の３大学による教養教育の共同化

環境・交流エリア＞＜

植物園再生事業費 326,000 千円

▲

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、北山

地域の回遊性にも配慮した植物園の新たな魅力を満喫できる施

設やライフライン等を整備

075-414-4188担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号

075-414-4525府 大 学 振 興 課

文化環境－４



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 新総合資料館（仮称）整備費

予 算 額 １３７，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

総合資料館と京都府立大学（文学部・図書館）の機能連携による

新総合資料館の整備を行い、文化・環境・学術の交流・発信拠点を

整備

事 業 内 容 ２ 事業概要

△

新総合資料館建設に向けた埋蔵文化財調査

目 的
△

施設の概要

対 象 場 所 京都市左京区下鴨半木町

方法等 構 造 鉄筋コンクリート 地上３階地下１階

規 模 概ね２４，０００㎡程度

機 能 ○ 「国際京都学センター」の設置による、全国

的・国際的交流と情報発信

○ 総合資料館機能の充実

・京都に関する資料の収集・保存・提供

・研究・学習・教育支援、公文書館機能

○ 府立大学文学部・附属図書館との機能連携

・資料館と大学図書館の閲覧提供のワンフロ

アー化

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－４－１



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 教養教育共同化施設（仮称）整備費

予 算 額 ３２６，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

北山文化環境ゾーンの検討報告や「教養教育の共同化及び施設

利用の推進に関する覚書」（平成２３年１月２５日付け）を踏まえ、

教養教育共同化施設を整備することにより、京都府立医科大学、京

都府立大学、京都工芸繊維大学の３大学による教養教育共同化等を

事 業 内 容 推進

目 的 ２ 事業概要

対 象
△

教養教育共同化施設建設に向けた埋蔵文化財調査

附属農場の整備

方法等

△

施設の概要

場 所 京都市左京区下鴨半木町

構 造 鉄筋コンクリート 地上３階

規 模 概ね９，０００㎡程度

機 能 ○ 教養教育の実施、３大学教養教育共同カリキュラ

ムの開講

○ ３大学連携研究・ゼミ等の実施、学生等の交流

担当課名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525

文化環境－４－２



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 植物園再生事業費

予 算 額 ３２６，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、北山地域

の回遊性にも配慮した植物園の新たな魅力を満喫できる施設やライフ

ライン等を整備

事 業 内 容 ２ 事業概要

目 的

対 象

方法等

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－４－３

内    容

①
カフェ・ショップ等の調査設計
【新規】

北山通りの回遊性を確保し、ふれあい・
にぎわい空間を整備

②
プロムナード及び
北山門前広場の整備
【新規】

北山地域の回遊性を確保し、花に囲ま
れた潤いのある誘導空間を整備

③
ボタニカルテラス・ゲート及び
小丘陵の整備
【新規】

北西方面に立体的な展示場と、新たな
入園門を設置

④
園内水道設備の整備
【継続】

来園者の安心・安全のため、老朽化した
水道配管を整備

⑤
園内電線共同溝の整備
【継続】

来園者の安心・安全のため、電源設備
や照明を整備

⑥
「桜林」の再生整備
【継続】

薄墨桜、ソメイヨシノ、しだれ桜等の「桜
林」で、春を長く楽しんでもらえるように
整備

項　　目



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 植物園再開園５０周年記念事業費

予 算 額 １，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 新規

１ 目 的

昭和３６年の再開園から５０周年を迎えた府立植物園において、

これまでの長い歴史を振り返り、より一層魅力あふれる植物園とな

るよう、記念式典をはじめとする各種事業を実施

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 ＜記念事業＞ １１月上旬

○ 再開園からの歴史を振り返り、未来へ向けてのメッセージを発信

対 象
・ 記念式典

方法等 ・ 記念対談、シンポジウム

・ 記念誌作成

＜関連事業＞

○ 「生きた植物の博物館」としての植物園の魅力を発信

・ 「復興から未来へ～激動のあゆみ展」展示会

・ 「宇宙桜」特別展示会

・ 名月観賞の夕べ

・ 植物園オリジナルロゴ・キャラクター製作 など

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188

文化環境－５



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 京都文化博物館整備費

予 算 額 ５１１，０００千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 趣 旨

京都文化博物館を、京都の文化力＝まるごと「ほんまもん」で体

感できる新しい京都文化の博物館として整備

２ 事業概要

事 業 内 容 ◆ 工事概要

(1) 三条通を博物館の｢顔｣とした動線の整備

エントランスの整備、エスカレータの設置

目 的 (2) 千年を越える京都の歴史と文化を「ほんまもん」で体感

できるよう整備

対 象 ２階展示スペースの再編

(3) さまざまなテーマ展示が展開されるフリーギャラリー及び

方法等 京都の映像文化発信拠点として整備

３階展示スペースの再編、映像ホールの段床化等

◆ リニューアルオープン

平成２３年７月（予定）

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4217

文化環境－６



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 京都文化年事業

京都文化年推進事業費

予 算 額 ３６,６００千円 新 規 ・ 継 続 の 別 新 規

１ 京都文化絵巻事業 １６,６００千円

(1) 趣 旨

京都文化年事業として、京都文化の魅力を発信し、文化力の向

上を図るため、「ほんまもん」の文化芸術に触れる機会を創出

(2) 内 容

・「ほんまもん」の京都文化の体験

京都の歴史の中で生まれた代表的な実演系の伝統芸能を通観

する機会を設け、この模様を収録

事 業 内 容 ・「ほんまもん」の京都文化の発信

京都文化の体験の模様を広く府民に発信

＜想定例＞

時 代 実演内容 解説とお話

平安～鎌倉 神楽、田楽、 「古典文学と京都文化」

目 的 雅楽・舞楽、白拍子

室町～江戸 能楽、歌舞伎､ 「伝統芸能と京都文化」

対 象 人形浄瑠璃

明治～ 三曲(箏 ､三絃､尺 「近代化と京都文化」

方法等 八)、日本舞踊

２ 京都文化年推進支援事業 ２０,０００千円

(1) 趣 旨

京都文化年を記念し、国民文化祭を盛り上げるために実施され

るプロによるほんまもんの文化芸術を支援

(2) 対 象

府内を中心に活動する文化芸術団体等

＜想定例＞

音楽・舞踊・演劇等の公演活動、絵画・彫刻等の展示会活動等

(3) 補助率（予定）

１／２以内

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4222

文化環境－７



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 京都文化年事業

京都文化年展覧会開催費

予 算 額 ５，０００千円 新 規 ・ 継 続 の 別 新 規

１ 趣 旨

京都文化年事業の一環として、京都が誇る日本画及び

工芸美術の展覧会を実施する。

２ 内 容

事 業 内 容

展覧会名
「日本画 きのう・京・ 京都の工芸「今日の明日へ」

あす」展 展

目 的 京都日本画家協会会員の 京都工芸美術作家協会会員

内 容 新作約480点及び協会の歴 の新作約240点を展示

対 象 代理事長・顧問の作品を

展示

方法等

平成23年9月27日～10月16日

会 期
平成23年7月9日～8月21日 京都文化博物館

会 場 京都文化博物館

平成23年10月29日～11月6日

南丹市文化博物館

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4222

文化環境－８



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 京都文化年事業

「こころの京都百選」事業費

予 算 額 １４１,０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

京都の文化を「文化力」として再構築し、文化芸術の振興と国民文化祭

・京都２０１１及び京都文化年の成果を後世に伝えるため、現代京都画壇

事業内容 を代表する作家による日本画を制作

２ 概 要

目 的 制 作 数 １００点

対 象 作品の大きさ ３０号程度

方法等 制 作 期 間 平成２３年～平成２４年夏

作 品 テ ー マ 「こころの京都」

京都府内の北中南部・京都市の地域の特色を活かしな

がら、精神文化や京都のくらしに根ざした「こころ」を

題材に、京都の歴史、文化、産業、自然を表現

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4222

文化環境－９



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

農林水産部

世界文化遺産登録推進事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規６，７５０ 千円

１ 目 的

天橋立について、２年間の国際シンポジウム等の成果を踏まえ、

世界文化遺産として国際的に認められる価値（普遍的価値）を有する

事 業 内 容 ことを証明するための調査を進めるとともに、新たに宇治茶に代表さ

れる茶文化について、世界文化遺産登録への可能性を検討

目 的

２ 事業概要

対 象 ①天橋立の世界文化遺産登録に向けた調査事業等

・普遍的価値証明調査

方法等 ・普及啓発事業

②宇治茶に代表される茶文化の世界文化遺産登録に向けた検討事業

・検討委員会の設置

・基礎調査（構成資産の検討等）

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4219

農 産 課 075-414-4961

文化環境－１０



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

国民文化祭京都開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規６７７，４００千円

１ 目 的

「こころを整える～文化発心」をテーマに、京都の歴史と自然に育
ほつしん

まれた文化を見つめ直し、日本の「こころ」を次世代へ継承、府民

参画で進める京都ならではの国民文化祭を開催

２ 事業内容事 業 内 容

１）府主催事業（

・京都の文化を府民で共有する総合フェスティバルの開催

開会式・オープニングフェスティバル（１０／２９）目 的

都大路オープニングパレード（１０／２９）

閉会式・グランドフィナーレ（１１／６）対 象

方法等 ・京都ならではの「大茶会」や「大華道展 、府内広域で展開」

する「食文化の祭典 「宇治茶の郷フェスティバル 「由良」、 」、

川・里山文化フェスティバル」等の府主催事業を実施

・府民の創造性や若い力で京都の生活・芸術文化を府内外に発

信する「まゆまろチャレンジ事業」やこころをテーマにした

「リレーシンポジウム」を実施

（２）市町村主催事業

・各地の魅力や特色を活かした市町村主催事業への開催支援

・市町村における姉妹・友好提携先との国際交流事業への支援

（３）その他国民文化祭開催に要する経費

・ボランティア参画、総合案内所設置、ガイドブック作成 等

担 当 課 名 企画調整課 課・担当 電話番号 075-414-4225

府事業推進課 075-414-4287

地域事業推進課 075-414-4280

文化環境－１１



平成２３年度当初予算案主要事項説明
文化環境部・知事直轄組織・府民生活部

健康福祉部・商工労働観光部・教育委員会

事 業 名 明日の京都 文化振興事業費（一部再掲）

予 算 額 ２５１，５３８ 千円 新規・継続の別 新規・継続

１ 目 的
国民文化祭の開催にあたり、次世代育成や府民の文化力向上を図るとともに、

成功に向けた開催気運の盛り上げにつながる事業を実施
２ 内 容 （単位：千円）

事 業 内 容 事 業 費

新「体感国文祭」事業 ﾌﾟﾛとｱﾏﾁｭｱの共演や京都の「ほんまもん」の文 102,400
費 化芸術に触れる事業を、通年で府域全域で展開 (うち健康福祉

することにより、国民文化祭への府民総参加、 5,000)

次世代への文化継承を促進
事業内容

新 国民文化祭京都PR 国民文化祭開幕を前に効果的な事業実施を図るた 61,178
事業費 め、府内広域での開催周知ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等を実施

文化創造ﾈｯﾄﾜｰｸ事業費 多様な文化芸術に触れる機会を提供するためｱｰ 1,000
目 的 ﾄﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ等を開催

古典の日推進事業費 「古典の日」を推進するﾌｫｰﾗﾑの開催等の普及 10,200
対 象 活動の展開、小･中･高校生による古典作品の朗 (うち教育委

読･暗唱大会等次世代育成の取組 1,000)

方法等 新 国民文化祭京都国 友好提携５州省の文化交流団体を招聘し、｢国 10,000
際文化交流事業費 際文化交流ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ｣等を開催 (知事直轄)

新 市町村未来づくり交 京都文化年ｲﾍﾞﾝﾄ絵巻事業のうち、地域の活性 10,000
付金(地域力再生交付金 化等の地域力再生につながる活動に対する支援 (府民生活)

(うち国民文化祭関連分))

新 京都きもの文化月 国民文化祭の開催時期を「きもの文化月間」として、 6,000
間推進事業費 業界団体と一体となった和装振興事業を実施 (商工労働観光)

「京都とっておきの芸 府内外の優れた障害者ｱｰﾄ作品を集めた展覧会を開 8,000
術祭」開催費 催し、障害に関する理解と障害者の社会参加を促進 (健康福祉)

新 「ほっとはあと製品」 障害者ｱｰﾄの優れたほっとはあと製品の販売等 1,500
応援事業費(ｱｰﾄﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ) を実施し、販路拡大を推進 (健康福祉)

文化の力をはぐぐむ 府立高校文化部活動の活性化と京都文化の次世 11,500
「京育」推進事業費 代への継承 （教育委）

新 高校生伝統文化事 伝統文化への関心を高め、豊かに生きる力を育むた 25,260
業費 め、京都府にゆかりの深い茶道と華道の授業を実施 （教育委）

新 近畿・東海・北陸 国民文化祭協賛事業として開催される民俗芸能 4,500
ブロック民俗芸能大会 大会に対する助成 （教育委）

企画調整課 075-414-4225
担当課名 府事業推進課 課・担当 電話番号 075-414-4287

地域事業推進課 075-414-4280
文化芸術室 075-414-4222
国際課 075-414-4313
府民力推進課 075-414-4211
家庭支援課 075-414-4582
障害者支援課 075-414-4603
染色・工芸課 075-414-4856
教育庁高校教育課 075-414-5852

〃 文化財保護課 075-414-5896

共通－１２



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・健康福祉部

「体感国文祭」事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規１０２，４００千円

１ 目 的

プロとアマチュアの共演や京都の「ほんまもん」の文化芸術に触

れる事業を、通年で府域全域で展開することにより、国民文化祭へ

の府民総参加、次世代への文化継承を促進

２ 事業内容事 業 内 容

１）プロとアマチュアによる「体感国文祭」事業費（

プロと共演する音楽会やプロの指導により文化芸術を体感す

目 的 る事業等をプレ段階から実施

（２）府民総合文化力向上事業費対 象

次代の文化振興を担う若者の育成や活動の支援及び国民文化

方法等 祭での発表の場の提供、アマチュア等が参加する地域文化活動

の支援など

（３）児童生徒参加支援事業費

小中学生や高校生が国民文化祭主催事業への参加のため、市

町村教育委員会等が実施するバスツアーや校外学習等を支援

（４）地域の伝統工芸品による普及啓発グッズの制作

携帯ストラップ、メモ帳 等

担 当 課 名 企画調整課 課・担当 電話番号 075-414-4225

府事業推進課 075-414-4287

地域事業推進課 075-414-4280

文化芸術室 075-414-4222

家庭支援課 075-414-4582

共通－１２－１



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

国民文化祭京都ＰＲ事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規６１，１７８千円

１ 目 的

国民文化祭開幕を前に効果的な事業実施を図るため、府内広域で

の開催周知キャンペーン等を実施

事 業 内 容

２ 事業内容

１）広報宣伝費（

目 的 ・府内での告知広報

ポスター、横断・懸垂幕、車輌ラッピング 等

対 象 ・メディア露出によるＰＲ

新聞、ラジオでの主催事業紹介

方法等 テレビ局と連携した番組放送

・ＰＲグッズの制作等

（２）国民文化祭・京都2011 開幕直前キャラバン事業費

国民文化祭を目前に控え、府内及び広域での開催周知キャン

ペーン及びキャラバン隊による府内隅々での文化活動を応援

担 当 課 名 企画調整課 課・担当 電話番号 075-414-4225

共通－１２－２



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

スポーツ施設整備調査費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規５，０００千円

１ 目 的

「京都府におけるスポーツ施設のあり方懇話会」第１次提

事業内容 言（平成２３年１月２５日）を踏まえ、既存施設の改修や

新たな施設の設置等を検討

目 的

２ 事業内容

対 象 ・ 京都府におけるスポーツ施設のあり方懇話会」専門部「

会の設置

方法等 既存施設の改修や新たな施設の設置に関し、専門的・技・

術的観点を含め、他府県事例との比較・検討

075-414-4249担当課名 スポーツ生涯学習室 課・担当 電話番号

文化環境－１３



平成２３年度当初予算案主要事項説明

教育委員会・文化環境部

競 技 ス ポ ー ツ 振 興 事 業 費事 業 名

２６６，１０４千円 継 続予 算 額 新規・継続の別

１ 目 的

トップアスリートや国体選手の養成強化を支援することで、府民

スポーツの更なる振興と競技力の向上を図り、京都府におけるスポ

ーツの飛躍的発展を期す。

また、ジュニア選手の育成強化を図り、中長期的視点で本府競技

力の維持・向上を図る。
事 業 内 容

２ 内 容

（１）保健体育課 【２４５，０００千円】
目 的

事 項 概 要

対 象

パワフル京都推進事業 日本を代表するトップアスリートへの支援や、

方 法 等 選手の効果的な強化を行うためのスポーツ医･

科学サポート事業を実施

国体選手養成強化事業 国体での上位入賞を目指し、遠征や合宿等強化

活動を行う競技団体へ支援

ジュニア選手育成強化 ジュニア層にスポーツの楽しさを啓発するとと

事業 もに、一貫した指導理念に基づく競技者育成プ

ログラムにより、ジュニア選手を育成

（２）スポーツ生涯学習室 【２１，１０４千円】

高校生をはじめとするスポーツ選手を育成する高校生等スポーツ選

ための専門測定・相談事業を実施手育成事業

保健体育課 075-414-5864担当課名
課・担当 電話番号

スポーツ生涯学習室 075-414-4252

文化環境－１４



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続１５，０００千円

１ 目 的

祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重

な前掛・胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、そ

の代替として現代の意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調

事業内容 事業に対して補助

目 的

２ 平成２３年度新調事業計画

対 象 新調点数 ５点（予定）

事業費総額 ３７，５００千円

方法等 補助率 ２／５

075-414-4522担当課名 文 教 課 課・担当 電話番号

文化環境－１５



平成２３年度 当初予算案主要事項説明
文化環境部

私立学校教育振興補助金事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続２５，４２２，１９９ 千円

１ 目 的

私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしているこ

とを踏まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担

を軽減

２ 拡充事業等の内容

(1) 私立高等学校あんしん修学支援事業費 千円 (拡充)2,600,000

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安

心して勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を解消・軽減

事業内容

65万円（府内平均授業料）まで無償化する対象世帯を年収

▲

目 的 350万円未満から500万円未満世帯に拡大

無償化実施に伴う学校負担を解消

▲
対 象 ※現行学校負担＝１／６～１／８

世帯年収500万円以上900万円未満世帯に対しては、年額５万円
▲

方法等 の学費軽減補助

(2) 高等学校等就学支援金（国制度） 3,868,571千円

授業料について一定額（低所得世帯の生徒は所得に応じて増額)
を助成（学校設置者が代理受領）

250万円未満 237,600円年収
年収250～350万円未満 178,200円

350万円以上 118,800円年収

３ 予算の内訳
(千円)区 分 予 算 額

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 １５，５５９，２１７
中 学 校 運 営 費 補 助 ２，２９３，８１４
小 学 校 運 営 費 補 助 １，１７４，８０６
幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ５，６５８，２７７

１５２，３７７専修・各種学校教育振興補助等
私 学 関 係 団 体 補 助 ５８３，７０８

計 ２５，４２２，１９９

文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4517担当課名

文化環境－１６



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・健康福祉部

事 業 名 京都式高校生あんしん修学支援事業費（一部再掲）

予 算 額 ２，８９０，２３３ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が

安心して勉学に打ち込めるよう、修学費用（授業料・学用品費）

負担の解消・軽減を行い、経済的理由により学業の継続が困難と

なることがないよう支援し、高校生の修学機会を確保する。

２ 私立高等学校あんしん修学支援事業費 2,600,000千円（拡充）

無償化の対象世帯を年収350万円未満から500万円未満世帯に拡充

事業内容 ▲

生保・リストラ世帯 → 全 額 無 償 化

目 的

府内平均授業料まで
対 象

▲
年収500万円未満世帯 →

無 償 化

方法等
保護者の学費負担を軽減▲

年収500～900万円世帯 →
定額50，000円を助成

３ 高校生給付型奨学金支給事業費 290,233千円

低所得者世帯の子の高等学校進学を促進するため、学用品費の助

成を目的とした事業を実施

・対 象 者 生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯で母子、父子、
障害者世帯等の子

・助成金額 入学支度金 … 45千円～178千円

支 援 金 … 年額６万円（生活保護世帯の子を除く）

担 当 文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4517

課 名 福祉・援護課 生活保護医療担当 075-414-4557

文化環境－１６－１



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

健康福祉部

未入園児一時保育事業費事 業 名

新規・継続の別 新規予 算 額 １６８，０００千円

１ 趣 旨

保育園、幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録し、相談事業を実施

するとともに、保育園での一時保育を推進

事業内容

２ 事業概要

登録制の導入と相談事業(94,800千円）目 的 （１）

① 保育園・幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録対 象

② 登録した保護者を対象に相談事業を実施方 法 等

一時保育の推進（73,200千円）（２）

① 登録した保護者の子どもの一時預かりを保育園で土日に実施

② 新たに一時保育を実施しようとする保育園の改修

文教課 075-414-4517
担当課名 課･担当 電話番号

こども未来課 子育て支援担当 075-414-4581

文化環境－１７



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

京都府公立大学法人運営費交付金事 業 名

京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１１，３５３，２５６ 千円

１ 趣 旨

京都府立医科大学及び京都府立大学が法人化により、質の高

い教育研究等を実施することを通じて、府民の健康増進及び福

祉の向上等に貢献するとともに、中期計画期間に合わせた収支

見通しを立て、弾力的・効率的で透明性の高い運営の実現が行

えるよう支援

事 業 内 容

２ 内 容

京都府立医科大学及び京都府立大学を設置・運営するため、

京都府公立大学法人に対し、その運営に必要な経費として、運目 的

営費交付金等を措置

対 象

・京都府公立大学法人運営費交付金 9,635,256千円

方法等

・京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金 1,718,000千円

担当課名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525

文化環境－１８



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

医科大学外来診療棟等（第２期）建設事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続４，０２４，０００ 千円

１ 趣 旨

京都府の医療拠点として府民医療に一層貢献できるよう、

医科大学附属病院の外来診療棟を中心とする第２期の整備を

実施

２ 整備概要事 業 内 容

全体内容 外来診療棟、臨床医学学舎の新築等

△

， （ 、 ）面積 ３４ ８５０㎡ 地上８階 地下１階

工期 平成２３年度完成、秋オープン予定目 的

うち第２期工事対 象

△

工期 平成２１年度～平成２３年度

内容 第２期棟新築工事、既存棟（第１期棟方法等

等）連結工事、外構等

主な機能等（府民本位の３つの視点）

△

○府民にやさしい大学病院

小児医療センター

予防医学センター

急性期リハビリテーション拠点

地域医療支援拠点

患者にやさしい新外来棟

○環境に配慮した施設

○危機に強く、支えとなる建物

担当課名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525

文化環境－１９



（単位：千円）

温 室 効 果 ガ ス 削 減 対 策 事 業

◆地球温暖化防止府民活動推進事業費 18,325（継続）
◆環境京都発信事業費 10,000（継続）
◆環境を守り育てる京都づくり推進事業費 19,130（継続）
◆関西スタイル・エコポイント事業【関西広域連合事業】 －
◆21世紀住宅リフォーム資金融資 2,000（継続）

◆事業者ＣＯ 削減対策事業費 87,715２ （新規）
◆京都環境産業創出・普及事業費 4,000（新規）
◆環境経営促進金利優遇制度－京都ＥＣＯレート －（継続）
◆産業廃棄物発生抑制等促進事業費 24,500（継続）
◆府庁ＣＯ ３０％削減推進費 64,879２ （新規）

◆けいはんなエコシティ次世代戦略推進事業費 100,920（新規）
◆おひさまエコタウン応援事業費 80,000（継続）
◆エコロード整備事業費 38,000（新規）
◆マイクロ水力発電によるむらづくりモデル事業費 18,000（新規）

◆ＥＶ・ＰＨＶ観光地モデル推進事業費 18,400（新規）
◆ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費 8,672（新規）
◆電気自動車等整備のための金利優遇制度 －（継続）
◆公共交通施策推進事業費 4,800（継続）

森林を活かしたＣＯ 吸収･固定促進事業２

◆森林の恵みを届ける京の森整備事業費 2,345,561
・森林整備加速化事業費 1,458,205（一部新規）
・豊かな里山再生事業費 259,787森林吸収源対策 （一部新規）
・京の木の香り整備事業費 200,000（継続）
・府内産木材利用促進事業費 417,569（一部新規）
・京都モデルフォレスト創造事業費 10,000（継続）

府民の意識変
革・家庭の省
エネ対策

京都産業のエコ
化推進対策

再生可能エネル
ギーによる次世
代まちづくり対
策

電気自動車等に
よるクリーン交
通対策

平成２３年度当初予算案主要事項説明

政策企画部・文化環境部・商工労働観光部・農林水産部・建設交通部

地球温暖化対策条例推進事業費（一部再掲）事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続２，８４４，９０２ 千円

１ 趣 旨
平京都府地球温暖化対策条例に掲げる新たな温室効果ガス削減目標（

の着実・確実な達成成３２年度までに平成２年度比で２５％削減）
に向け、各分野における取組を推進

２ 事業内容

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

文化学術研究都市推進室 075-414-5194
環 境 政 策 課 075-414-4703
循環型社会推進課 075-414-4730
地球温暖化対策課 075-414-4708
経 営 支 援 課 075-414-4822

担当課名 ものづくり振興課 課・担当 電話番号 075-414-4849
農 村 振 興 課 075-414-5036
林 務 課 075-414-5002
森 林 保 全 課 075-414-5028

075-414-5005モデルフォレスト推進課
道 路 管 理 課 075-414-5261
交 通 政 策 課 075-414-5143
住 宅 課 075-414-5361

共通－20



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

地球温暖化防止府民活動推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続１８，３２５ 千円

１ 目 的

「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動を支援

し、家庭や地域における地球温暖化防止の意識啓発を図ると

ともに、環境対策に率先して取り組んでいる事業所等を「エ

コ京都21」として認定・登録し、環境活動を促進

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

(1)「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動支援

○府民、市町村、団体等に対する情報提供、相談・助言対 象

○京都府地球温暖化防止活動推進員の活動支援、研修等

○府民のエコライフを推進する事業方法等

・インターネット環境家計簿の運用

・ エコ親子認定事業」 等「

(2)「エコ京都21」認定・登録

環境配慮活動に率先して取り組んでいる事業所等を認定・

登録

○地球温暖化対策部門

・温室効果ガスの削減に積極的に取り組んでいる事業所

○循環型社会形成部門

・廃棄物の排出削減に積極的に取り組んでいる事業所

○エコスタイル部門

、 、・創意あふれる環境配慮活動を推進している学校 地域

商店街、工場、事業場等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－20－1



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

環境京都発信事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続１０，０００ 千円

１ 目 的

京都議定書の意義と精神を次代に継承する「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」

の取組を推進するとともに、自然と文化を基軸とした新しい社会のあり方につ

いて議論する国際的な学術会議「京都環境文化学術フォーラム」を開催

２ 事業内容

(1)「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」推進費
事 業 内 容

世界で環境保全に多大な貢献をした方を「KYOTO地球環境の殿堂」

目 的 趣 旨 入り者として顕彰し、地球環境の保全に関するメッセージを京都

から発信

対 象 内 容 ｢KYOTO地球環境の殿堂｣入り者の選考、表彰式の開催 等

平成２４年２月
開催時期

方法等 （京都地球環境の日(2月16日)前後にフォーラムと同時開催）

場 所 国立京都国際会館

｢KYOTO地球環境の殿堂｣運営協議会
主 催

・京都府、京都市、京都商工会議所、総合地球環境学研究所等

(2)京都環境文化学術フォーラム開催費

環境、経済、文化等の分野で活躍中の学識経験者や活動家を国内

趣 旨 外から招聘し、自然と文化を基軸とした新しい社会のあり方につ

いて議論する国際的なシンポジウム等を開催

学術セッション、公開シンポジウム

内 容 ・国内外から、環境、経済、文化等の分野の第一線の研究者・活

動家を招聘

平成２４年２月
開催時期

（京都地球環境の日(2月16日)前後に殿堂表彰式と同時開催）

場 所 国立京都国際会館

京都環境文化学術フォーラム
主 催

・京都府、京都市、 京都大学、京都府立大学、

総合地球環境学研究所、 国際日本文化研究センター

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－20－2



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事業者ＣＯ 削減対策事業費事 業 名 ２

予 算 額 新規・継続の別 新 規８７，７１５ 千円

１ 目 的

京都府地球温暖化対策条例に定めた温室効果ガスの削減目標（平

成３２年度までに平成２年度比で２５％削減）を着実に達成してい

くため 府内の温室効果ガスの総排出量の約７割を占める事業者 産、 （

業・業務、運輸）の省エネ対策等を促進し、京都府全体の温室効果

ガス排出量の削減を推進事 業 内 容

２ 内 容目 的

(1) 京都企業エコ経営促進事業 （７０，９８３千円）対 象

ア 事業者排出量削減指導助言事業

大規模排出事業者等の計画的な削減対策を誘導するため、方法等

技術面での高度な評価及び指導・助言を実施

イ 中小事業者エコ経営促進事業

府内総排出量の約３割を占める中小事業者の対策を加速化

するため、排出量削減計画書を策定して省エネ施設整備に計

画的に取り組む中小事業者の省エネ施設整備に助成

(2) 京都版排出量取引制度推進事業 （１６，７３２千円）
ア 京都独自クレジット制度の運営

国のクレジット制度を補完する京都独自のクレジット制度

の創設・運営

イ 排出量取引制度推進事業

クレジットの創出や活用を促進するため、総合的に支援

(ア) 普及啓発

クレジット活用の普及・啓発

(イ) 中小企業省エネ見える化診断

設備やその運用上の課題に関する診断

(ウ) クレジット創出支援

クレジット創出のための手続等の支援

(エ) マッチング支援

中小企業等と大規模排出事業者との間でのクレジット取

引の仲介等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－20－3



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

京都環境産業創出・普及事業費事 業 名

新 規予 算 額 新規・継続の別４，０００千円

１ 趣 旨

新たなエコ産業創出及び中小企業のエコ化を、オール京都の産学公によ

るプラットホームである京都産業エコ推進機構において、関係機関とのネ

ットワークを活用し推進

２ 事業内容

（１）環境共生型産業創出事業

京都が持つポテンシャル 文化 生活様式 産業等 を活かし 自事 業 内 容 （ 、 、 ） 、「

立、循環、持続」など環境と共生する２１世紀型環境共生型産業を創

出するため、市場動向、顧客ニーズ、人材育成を行いエコ分野への中目 的

小企業の参入促進、市場開拓を図り次代のエコ産業創出を推進対 象

方法等

（２）京都エコ製品市場開拓支援事業

京都ならではのエコ製品を「京都エコスタイル製品」として、認定

し市場開拓等を支援

（３）情報発信・組織強化事業

ポータルサイトの運営、リーフレットの作成による京都産業エコ推

進機構をはじめ関係機関が実施する事業や原材料有効活用事業の普及

３ 事業実施主体

京都産業エコ推進機構

担当課名 ものづくり振興課 課･担当 電話番号 075-414-4849

共通－20－4



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

産業廃棄物発生抑制等促進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続２４，５００ 千円

１ 目 的

京都府産業廃棄物税条例に基づく税収を活用し、産業廃棄物の発

生抑制やリサイクルに対する取組を促進するとともに、環境産業を

育成

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

事 項 [予算内訳] 概 要

対 象

■府内の産業廃棄物処理業者等が行う減(1)リサイクル技術開発・

方法等 量・リサイクルの技術開発及び施設整施設整備補助事業

備に対する補助[15,000千円]

■リサイクル市場の拡大を目指すグリー(2)リサイクル型社会活性

ン購入の普及促進、リデュース・リユ化等支援事業

ース・リサイクルについて広く理解を[3,800千円]

求める啓発事業を展開

■産業廃棄物処理業者の処理実績報告を(3)産業廃棄物処理業者情

データベース化、処理状況の解析と、報システムの運用等

中間処理業者情報の管理・提供等[5,700千円]

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4714

共通－20－5



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

府庁ＣＯ ３０％削減推進費事 業 名 ２

予 算 額 新規・継続の別 新 規６４，８７９ 千円

１ 目 的

京都府地球温暖化対策条例に定めた温室効果ガスの削

（ ）減目標 平成３２年度までに平成２年度比で２５％削減

を達成するため、府庁自らが、エコ行動の徹底や機器の

更新等の温暖化対策等を率先実施

事 業 内 容

２ 事業内容

京都府総合庁舎の省エネを進めるため、建物の断熱対目 的

策、再生可能エネルギーの導入を実施

対 象

事 項 内 容 ＣＯ 削減効果方法等 ２

2断熱対策 窓ガラスへの複層ガラス等 約▲２３t-CO

の導入

2再生可能 庁舎屋上への太陽光発電装 約▲ ６t-CO

エネルギ 置の設置

ーの導入 １０ｋＷ

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－20－6



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

政策企画部

けいはんなエコシティ次世代戦略推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１００，９２０ 千円

１ 目 的

けいはんな学研都市において、国や民間企業と連携しながら、府民の積

極的な参加による省エネ技術等の実証事業を展開し、ＣＯ2削減のエコシ

ティモデルを先導的に実証・構築することにより、府の地球温暖化対策に

反映するとともに、成長産業である「環境・エネルギー」分野の産業育成

と地域経済の活性化を促進する。

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１）電気自動車・充電管理システム実証事業 52,900千円

対 象 ・電気自動車導入支援（モニター協力）

・電気自動車カーシェアリング

方法等 ・電気自動車用充電器設置支援（公共施設、家庭等）

（２）住宅エネルギーマネジメントシステム実証事業 41,520千円

・太陽光発電等設置支援

・住宅における実証事業モニター協力

（３）実証事業の推進体制整備等 6,500千円

・実証事業協働オフィス環境整備

・けいはんなエコシティ推進会議の運営

【参考】

技術開発等に関しては、事業に参画する民間企業が 「次世代エネルギ、

ー・社会システム実証地域 （全国４箇所：京都府、横浜市、豊田市、北」

九州市）に重点配分される国の競争的資金を活用して実施。

（国が２／３、民間企業が１／３を負担）

担当課名 課・担当 電話番号 075-414-5194文化学術研究都市推進室

共通－20－7



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

おひさまエコタウン応援事業費事 業 名

予 算 額 ８０，０００ 新規・継続の別 継 続千円

１ 目 的

改正京都府地球温暖化対策条例の施行に合わせて、府

民の環境意識の向上と地域における環境学習やエコ活動

の取組を一層促進するため、市町村に対して助成

２ 事業内容事 業 内 容

＜対象市町村＞

・地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく市町村地

球温暖化対策実行計画の策定に取り組む市町村目 的

・地球温暖化対策地域協議会を設置し、地域において自

然エネルギーを活用した環境学習やエコ活動に取り組対 象

む市町村

方法等

＜補助対象設備＞

対象設備 ・小規模太陽光発電設備

・ＬＥＤ付きソーラーライト

実施主体 市町村（京都市を除く ）。

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－20－8



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

ＥＶ・ＰＨＶ観光地モデル推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 一部新規１８，４００ 千円

１ 目 的

京都市内を中心とした観光地での電気自動車（ＥＶ）やＰＨＶ

（プラグインハイブリッド自動車）の走行・充電シーンをより多く

ＰＲすることで、府民・観光客等への普及啓発

事 業 内 容

２ 事業内容

２,９００千円）（１）ＥＶラリー（仮称）開催事業（新規） （

目 的 （府市協調で実施）

・大学生やＥＶ関連企業等幅広い主体に参加を呼びかけ、寺社

対 象 等観光関連施設や充電ポイント等を巡る「ＥＶラリー(仮称)」

を開催

方法等

（２）ＥＶ等を導入するレンタカー事業者、タクシー事業者に対する

１３,５００千円）導入助成 （

（京都市域は、府市協調（府1/2、市1/2）で実施）

・Ｅ Ｖ：上限６００千円/１台

・ＰＨＶ：上限３００千円/１台

（２,０００千円）（３）ＥＶ等を活用した京都ＥＣＯ観光の推進

・「京都ＥＶ・ＰＨＶ物語」の充実 等

担 当 課 名 環境政策課 課・担当 電話番号 075-414-4703

共通－20－9



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

森 林 の 恵 み を 届 け る 京 の 森 整 備 事 業 費事 業 名

予 算 額 ２，３４５，５６１千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

森林の有する国土保全・水源かん養・ＣＯ 吸収機能や里山を２

保全する機能等を高度に発揮するため､間伐等森林整備を推進し､

併せて森の恵みである木材の利用拡大を支援する。

２ 事業概要

間伐等森林整備や里山整備を実施し、府民参加による森づくり

を推進するとともに、間伐材等府内産木材の利用促進に向けた取

組を実施する。

事業内容

目 的

対 象

方 法 等

林務課 林業振興担当 075-414-5002

担当課名 林産振興担当 課 ・ 担 当 075-414-5009

森林保全課 森林土木担当 電 話 番 号 075-414-5028

モデルフォレスト推進課 075-414-5005

共通－20－10

（単位：千円）

森林の恵み利用促進対策事業費

府内産木材利用促進事業費 417,569

人家裏・道路沿いのナラ枯れ被害対策

環境にやさしいウッドマイレージ認証
木材推進事業費【一部新規】

感じてください京の木づかい事業費

府内産木材の需要拡大の取組を支援

(627,265)

京都市域の森林におけるナラ枯れ・松くい虫等による被害防止
対策に対する助成

豊かな里山再生事業費

とり戻そう！京の里山復活事業
費【新規】

(15,000)

ナラ枯れや松くい虫等の防除対策

病害虫や放置竹林の被害を防止し里山の再生を推進

奥地等の条件不利な森林の整備を加速的に実施

ナラ枯れ・松くい虫等による被害や放置竹林の拡大による里山
荒廃の防止対策に対する助成

集落周辺の保安林等の間伐･除伐

民有林･保安林・高齢級林の間伐･除伐

水源林に作業道を敷設し森林の整備を実施

事　　　　　　項 予　算　額

ふるさとの森づくり事業費

森づくり加速化事業費

(195,000)

京都モデルフォレスト創造事業費 10,000

(115,600)

(124,400)

京の木の香り整備事業費 200,000

森林病害虫対策事業費

里山荒廃防止対策事業費

古都の森景観保全対策事業費

(4,787)

親水施設での府内産間伐材の利用促進

ウッドマイレージＣＯ２認証木材を使用した木造住宅の建築に
対し、緑の交付金を交付。間伐材出材支援、木材利用啓発活
動等支援

＜森の恵みの活用＞

事　　業　　の　　概　　要

利用間伐や奥地等の条件不利な森林の整備を加速的に推進

＜環境の保全＞

1,458,205森林整備加速化事業費

水源林緊急整備事業費【新規】 (335,940)

(300,000)

44,000

259,787

基盤整備事業費（造林･治山）

＜モデルフォレスト運動の推進＞

合　　　計

豊かな緑を守る条例に基づく府民参加による森づくりの推進

2,345,561

公共施設等での府内産材の利用促進

43,400 木材の利用施設整備及び流通等支援

330,169



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

不法投棄等防止対策事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続４８，７９２ 千円

１ 目 的

悪質・巧妙化する不法投棄等に対して、監視・指導体制の強化を

図るとともに、府民ぐるみで早期発見体制を確立し、不法投棄等を

許さない京都府づくりを推進

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 悪質・巧妙化する不法投棄の監視・指導の強化

対 象 ① 行政指導を無視する等の悪質な不法投棄等事案に対して、

機動班特別チーム（機動班ＳＴ）が集中的な対処

方法等 ② 産業廃棄物不法投棄等監視指導員を昨年度に引き続き16名

配置し、休日も含めた監視指導の充実・強化

（２） 府民と一体となった取組の推進

産業廃棄物不法投棄情報ダイヤルによる府民と一体となった

不法投棄の早期発見

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4227

文化環境－21



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

産業廃棄物減量リサイクル支援センター（仮称）事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規２１，６００ 千円

１ 目 的

京都府産業廃棄物減量リサイクル支援センター（仮称）を設置

し、減量リサイクルの総合支援をワンストップサービスで行うこ

とにより、産業廃棄物の減量リサイクルを一層促進

２ 事業内容

事 業 内 容

事 項 [予算内訳] 概 要

目 的 センター事業所開設に要する初期運営費産業廃棄物減量リサイクル

支援センター（仮称）運営

事業費 ［17,000千円］対 象

【排出事業者に対する支援事業】方法等

■減量・リサイクルに係る情報交換や意(1)ネットワーク推進交流

見交換を行う協議会（産業界、処理業事業

界、大学研究機関、行政等）開催[500千円]

■減量・リサイクルに係る処理業者情報(2)減量・リサイクル情報

や処理技術情報を提供する相談・コー提供事業

ディネート[ 1,800千円]

■減量・リサイクルに係る助言等を行う(3)ゼロエミッション・ア

ゼロエミッション・アドバイザーを事ドバイザー派遣事業

業所に派遣[ 2,000千円]

■最新の処理技術や電子マニフェストの(4)研修・普及啓発事業

普及、関係法令に係る研修会等[300千円]

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4714

文化環境－22



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

北部海水浴場クリーンアップ事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続２７，５００ 千円

１ 目 的

夏の海水浴及び風光明媚な景勝地として多くの観光客等が訪れる

北部海岸の良好な景観と環境を保全するため、海岸漂着物等を回収

・処理

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 海岸漂着物等の回収及び処理

対 象 夏の海水浴シーズンの前などに海岸漂着物等の回収及び処分

方法等

（２） フォローアップ会議の開催

海岸漂着物対策推進地域計画の進ちょく状況を検証し、フ

ォローアップするため、府、関係市町、地域の関係者等によ

る会議を開催し、有効な漂着物対策の推進に向け協議

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4730

文化環境－23



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

廃家電等不法投棄監視強化事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続１０，０００ 千円

１ 目 的

山間部を中心に廃テレビや廃冷蔵庫の不法投棄が後を絶たない状

況を踏まえ、市町村が行う監視パトロール及び散乱ごみの回収に助

成

事 業 内 容

２ 事業概要目 的

府内の不法投棄やごみの散乱についての監視パ
対 象

トロール及び散乱ごみの回収
助 成 対 象

方法等

補 助 対 象 者 市町村

補 助 率 10／10 又は 定額

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4730

文化環境－24



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

循環型社会形成推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規６，０００ 千円

１ 目 的

府内の廃棄物処理状況等の現状と課題を明確にし、京都府が目指

すべき循環型社会の基本方針、目標数値等を示すため、次期「京都

府循環型社会形成計画」を策定

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 廃棄物実態調査の実施

対 象 府内における廃棄物の排出状況等を把握するため、実態調査

を実施

方法等

（２） 次期「京都府循環型社会形成計画」の策定

上記の調査結果を踏まえ、今後の京都府における循環型社会

の形成に向けた指針として次期「京都府循環型社会形成計画」

を策定

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4730

文化環境－25



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

絶滅のおそれのある野生生物保全対策推進事業費事 業 名

予 算 額 新規･継続の別 継 続３，６５６ 千円

１ 趣 旨

「京都府絶滅のおそれのある野生生物の保全に関する条例」に基

づき、府民との協働で指定希少野生生物の保全回復対策を推進

事 業 内 容

２ 事業内容

（１）指定希少野生生物の保全の推進目 的

・ 指定希少野生生物保全回復事業計画の策定

対 象

（２）地域住民等との協働による生息地等保全の取組の推進

方法等 ・ 府民協働による保全回復事業の支援

（３）希少種生息地外保全業務

・ 生息基盤がぜい弱で、絶滅が危惧される指定希少野生生物に

ついて、生息地外保全を実施

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4706

文化環境－26



平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部・農林水産部・建設交通部

『環』の公共事業費事 業 名
わ

予 算 額 新規･継続の別 継 続２，０６０，７６４ 千円

１ 目 的

「 環』の公共事業行動計画」にもとづき、人と自然が共生『

する環境共生型の地域社会づくりを目指す公共事業を推進する。

事 業 内 容 （別添参照）２ 事業内容

(1,040,028千円)環境にやさしい公共事業

目 的 ・道路の１．５車線的整備、低騒音舗装環

・府営住宅住宅建設（府内産材使用）の

対 象 (812,018千円)公 境をつくる公共事業環

・京の川づくり・京の川再生事業共

方法等 ・緑の河川・渓流復活事

・災害に強い森づくり など業

(28,012千円)循 をささえる公共事業環

・透水性舗装歩道

境と地域と住民をむすぶ「先導的プロジェクト」環

(180,706千円)

・阿蘇海水質・底質改善の覆砂事業

・海岸環境整備事業 など

自然環境保全課 075-414-4706

担 当 課 名 農 村 振 興 課 課・担当 電話番号 075-414-5048

監 理 課 075-414-5184

共通－27



（単位：千円）

国庫 起債 一般

天然アユが遡上する宇川の川づくり 建設 河 継 3,000 3,000 3,000 宇川の生態環境を保全するため、河川整備の検証と川づくり計画を策定

１．５車線的整備 建設 道 継 502,518 110,000 392,000 518 424,508
２車線改良、１車線改良、待避所の設置等を効果的に組み合わせることで、
環境負荷の少ない道路整備を実現

道路の低騒音舗装 建設 道 継 184,000 27,500 156,000 500 199,000
道路の透水性舗装を実施することで、車両の走行安全性の向上・道路交通
騒音の低減を図る

緊急生活道路小規模改良 建設 道 継 280,000 273,000 7,000 400,000
未改良区間において、現地の状況に合わせて形状変更の少ない小規模改
良を実施

透過型砂防堰堤 建設 砂 継 20,000 10,000 9,000 1,000 0
渓流を分断しない透過型砂防堰堤を採用し、生物環境に配慮した砂防事業
を実施

緑の散策道等再生事業 建設 公 継 4,000 0 4,000 9,000 府内産間伐材を活用した都市公園の遊具等を整備

森のゼロエミッション治山事業 農林 継 28,800 14,400 14,000 400 19,200
CO2排出の少ない木製治山ダムの建設及び施工時に排出したCO2を後年
度に回収するための周辺植栽工の実施

府営住宅建設（府内産材使用） 建設 住 継 17,710 7,970 9,000 740 48,000 府営住宅の住戸内部の壁、床等に府内産木材を利用

府営住宅ﾄｰﾀﾙﾘﾓﾃﾞﾙ（府内産材使用） 建設 住 継 0 14,200
トータルリモデル事業の終了による減
府内産木材を活用し、府営住宅の住戸内部を改善

小　　計 1,040,028 169,870 853,000 17,158 1,116,908

水辺環境整備（地域振興河川事業） 建設 河 継 43,958 43,000 958 28,000
市町村のシンボル的な河川などにおいて、河川公園等を整備することにより
まちづくり活動に寄与し、地元に愛される良好な水辺空間の整備を行う

大規模な海の森づくり 農林 継 3,105 1,500 0 1,605 56,782
地球温暖化の防止、海洋水質環境の維持・保全を図るため、炭素、窒素、リ
ン等の固定機能を有する藻場を造成する。

電線類の地中化 建設 道 継 30,000 16,500 13,000 500 210,000 無電柱化推進計画に基づき、道路の無電柱化を促進

京の川づくり事業 建設 河 継 300,000 285,000 15,000 148,000
山紫水明の歴史都市・京都にふさわしい水辺空間の創出を目的に、河川の
環境整備を推進

京の川再生事業 建設 河 継 5,880 2,940 2,000 940 6,000
西高瀬川の枯れ川区間に導水工事により、川の流れを再生させるとともに、
沿川に親水拠点を整備

緑の河川復活事業 建設 河 継 40,000 40,000 0 64,000
府内産間伐材を活用した木工沈床、魚道工等の施工により河川環境を
維持

緑の渓流復活事業 建設 砂 継 1,000 1,000 1,500 府内産間伐材を利用した親水施設（木製柵）・管理道・案内板の整備

公園緑地の整備 建設 公 継 224,588 110,350 114,000 238 219,308 公園緑地を整備し、良好な都市景観や快適な空間の整備を実施

災害に強い森づくり事業 農林 継 41,000 0 18,000 23,000 6,975
山村集落の生活用水等を供給する水源山地の森林を対象に、荒廃森林
の整備や治山施設の設置等を一体的に実施

安心・安全の森整備事業「公共治山」 農林 継 122,487 47,666 74,000 821 107,607
水源かん養や土砂流出防備など森林の持つ公益的機能を発揮させるた
めの保安林の改良や保育の実施

小　　計 812,018 178,956 590,000 43,062 848,172

透水性舗装歩道 建設 道 継 28,012 28,012 30,080
雨水をアスファルト表面から地盤に浸透させることにより、ひとが利用しやす
く環境の保全に配慮した歩道整備を実施

小　　計 28,012 0 0 28,012 30,080

天橋立の侵食対策 建設 港 継 56,168 27,500 27,500 1,168 30,000
河川からの流出土砂の減少や、沿岸漂砂の遮断等による砂浜の侵食を防
止し、美しい砂浜の再生を図る

天橋立保存対策事業費 建設 公 継 10,000 10,000 10,000 天橋立の松並木を保護・育成し景観を保全

海岸侵食対策事業 建設 港 継 0 5,000
老朽化した護岸を修築し、塩害防止と合わせて天橋立を望む良好な海浜空
間を創造（H22で終了）

海岸環境整備事業 建設 港 継 73,559 24,000 46,000 3,559 72,000
遊歩道等の整備により、景勝地にふさわしい景観を創造し、海浜利用促進を
図る

阿蘇海水質・底質改善の覆砂事業 建設 港 継 40,979 20,000 19,000 1,979 50,000
閉鎖性水域である阿蘇海において、海底に堆積したヘドロ層からの汚濁物
質の溶出を抑制し、水質浄化を図る

小　　計 180,706 71,500 92,500 16,706 167,000

2,060,764 420,326 1,535,500 104,938 2,162,160

平成２３年度　『環』の公共事業行動計画に基づく主要な取組一覧
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平成２３年度当初予算案主要事項説明

文化環境部・商工労働観光部

山陰海岸世界ジオパーク総合推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続１０，５００ 千円

１ 趣 旨

世界ジオパークネットワークの認定を受け、山陰海岸ジオパーク

推進協議会を中心に関係府県等が連携した取組を一層推進するとと

もに、優れた地質資源の保全と活用を通じた広域観光や学術交流を推

進し、北部地域の活性化を図る。

事 業 内 容

２ 事業内容

（単位：千円）

事 業 名 事 業 内 容 事業費

■「山陰海岸ジオパーク推進協議会」に目 的 (1)山 陰 海 岸 世 界

対する負担金 5,500ジオパーク推進

■府域におけるジオサイト整備支援対 象 事業

（体験学習会及び案内看板の整備等）

■ジオパークを盛り込んだモニターツア方法等 ( 2 )山陰海岸世界

ー等の実施 5,000ジオパーク観

■メディアを活用した情報発信等光遊覧事業

自然環境保全課 075-414-4378
担 当 課 名 課・担当 電話番号

観 光 課 075-414-4837
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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道浄水施設耐震化事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続１３８，０００千円

１ 目 的

府営水道宇治浄水場及び木津浄水場の基幹水道構造物（沈殿池、

ろ過池等）の耐震化対策を順次行うことにより、ライフラインとし

てより一層の安心・安全の向上に資する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

昨年度に引き続き、浄水場基幹水道構造物の耐震化対策工事を推

対 象 進（平成２３年度完成）

宇治・木津浄水場の着水井 耐震化工事一式

方法等

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道受水市町水道事業経営健全化事業費補助金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続８，９３１千円

１ 目 的

京都府と京都府営水道受水市町が連携・協力し、受水市町の水道

事業の経営健全化を図るために実施する施設の効率化や、水道事業

のコスト削減を図る取組に対し補助金を交付

２ 内 容事 業 内 容

経営健全化計画に沿って当該市が実施する浄水場の集約化等に要

する経費に充当する企業債の利息総額の２分の１以内の補助を引き

続き実施

目 的

対 象 交付先 向 日 市 長岡京市

23年度補助金額 １，３３１千円 ７，６００千円

方法等

担当課名 公営企画課 課・担当 電話番号 075-414-5481
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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜工業用水道事業会計＞

工業用水道施設耐震化・老朽化対策事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１０７，０００千円

１ 目 的

長田野及び綾部工業団地へ送水する工業用水道施設の耐震化及び

老朽化対策を行うことにより、安定給水の向上に資する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 ○耐震化対策事業

・調整池耐震補強工事

対 象 ・水管橋耐震補強工事

方法等 ○老朽化対策事業

・配水電磁流量計更新工事

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

府営水道経営安定支援事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規１１０，０００千円

１ 内 容

府営水道供給料金については、府営水道事業経営懇談会から３浄

水場接続事業等の新規投資経費や３浄水場接続後の運用コスト等を

踏まえた料金額の提言を受けたところであるが、厳しい経済状況の

事 業 内 容 中、できる限り府民負担の軽減を図る観点から、懇談会提言で試算

された基本料金を更に引き下げて料金改定を実施するために必要な

水道事業会計への貸付け

目 的

対 象 ＜府営水道 基本料金の状況＞

現行料金 懇談会提言額 支援後改定案

宇治系 ４３円 ４４円 ４３円

木津系 ８６円 ７８円 ７５円

乙訓系 ８７円 ８０円 ７７円

担当課名 公営企画課 課・担当 電話番号 075-414-5481
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平成２３年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

生 活 ・ 交 通 基 盤 整 備 事 業 費

農 林 水 産 業 基 盤 整 備 事 業 費事 業 名

流 域 下 水 道 建 設 費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続４，１５３，２２３千円

【公共事業費・単独公共事業費】

課名 事 業 名 事業主体 予算額（千円）

自然 生活・交通基盤整備事業費 府・市町村 134,591

環境 （自然公園施設整備費等）

目 的 保全

課 小 計 134,591

対 象

水 農林水産業基盤整備事業費 市町村 513,397

方法等 環 （農業集落排水事業費）

境

対 下水道企画調査費等 府 10,516

策

課 流域下水道建設費 府 3,494,719

小 計 4,018,632

合 計 4,153,223

自然環境保全課 075-414-4378

担当課名 水環境対策課 課・担当 電話番号 075-414-5210

075-414-5211
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